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高崎の仁叟寺 高さ８メートルから投げる 

 

 高崎市吉井町の仁叟寺（渡辺啓司住職）の大節分会が３日、同寺で開かれた。文殊菩薩

が祭られている高さ８メートルの文殊堂から福豆や福餅が次々と投げられ、大勢の参拝者

がわれ先にと手を伸ばした。 

 文殊堂には来賓が並び「皆さんに幸せが訪れるように心を込めて投げます」と意気込ん

だ。渡辺住職の「福をたくさん持ち帰って」という呼び掛けを合図にラーメンや座布団、

伊香保温泉宿泊券など特別賞が当たるカラーボールも投げられた。 



 豆まきの後は、甘酒の振舞いや大福引抽選会、古いだるまや札のおたき上げも行われ、

老若男女でにぎわった。 


